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ここ で は , 2005 年 5 月 に 公開 され た , 組み 込み ソフ トウ ェ ア 
環境 に 従事 する 人 材 を 対象 と する スキ ル 標 準 「 組 込み スキ ル 標 
準 (ETSS)」 に つい て 解説 する . 今回 公開 され た も の は 一 部 ド 
ラフ ト 版 も 含ん で いる (正式 版 が 出そろう の は 2006 年 春 以降 
の 予定 ) が , スキ ル 標 準 が どう いう も の で あり , どう 活用 で き 
る の か を 具体 的 に 考え る た め の 参 考 に な る だ ろう . (編集 部 ) 


一 般 に 組み 込み ソフ ト ウェア は , 厳し い 条 件 の も と で 開 
発 さ れ て いま す . 製品 に 最適 な ハー ド ウェ ア 構 成 と する た 
め , ハー ド ウェ ア 仕 様 が 多様 に な っ た り , 実機 が 存在 し な 
い 状 態 で ご ソ フト ウェ ア を 開発 し , 納期 の ざり ぎり の 段階 で 
や っ と 実機 上 で テス ト する , と いっ た こと が あたり まえ に 
行わ れ て いま す . さら に , リア ル タ イ ム 性 や メ モリ 容量 
消費 電力 な ど に つい て 厳し い 制 約 条件 が 課せ られ , 半年 か 
ら 1 年 と いっ た 短い 期間 で 開発 する こと が ほとん ど で す . 

これ ら の 条件 下 で 開発 する に は , ソフ ト ウェ ア に 関す る 
スキ ル し か 持っ て いな いよ う で は 対応 で きま せん . ハー ド 
ウェ ア に 関す る スキ ル や , 開発 対象 シス テム 特有 の スキ ル 
も 必要 で す . 大 規模 化 , 複雑 化 が 進む 組み 込み ソフ トウ ェ 
ア に お いて 品質 問題 が 顕在 化し て いる 昨今 で す が , 開発 現 
場 で は 人 材 の 量 も 質 も 不足 し て お り , 乗り 越え る べき 壁 は 
高い 状態 に ある よう で 図 1). 


@ 現場 は 技術 者 の 育成 支援 を 国 に 期待 し て いる 

この よう に 厳し い 条 件 下 に ある 組み 込み ソフ トウ ェ ア 開 
発 で す が , 最近 で は 産業 横断 的 に 利用 され , 国際 競争 力 を 
持 左右 する ) 日 本 に と っ て 重要 な 産業 」 と し て 認知 され 
て きま し た . 2004 年 , 経済 産業 省 は 組み 込み ソフ ト ウェア 
を 政策 と し て 取り 上 げ , 国内 の ソフ トウ ェ ア ・ エ ンジ ニア 
リン グ を 支援 する 組織 ソフ トウ ェ ア ・ エ ンジ ニア リン グ ・ 


計 族 詩 準 | を 四 回 


シス テム の 記事 


セン ター SEOC)」 を 情報 処理 推進 機構 IPA ) 内 に 設置 し ま 
し た . そし て , 組み 込み ソフ ト ウェ ア 産 業 の 実態 調査 を 実 
施し た 結果 リ , 開発 現場 は 技術 者 の 育成 や 活用 の 支援 を 国 
に 期待 し て いる こと が わか り ま し た . また , 組み 込み ソフ 
トウ ェ ア 技 術 に 関す る スキ ル 標 準 を 保有 し て いる 現場 は 
回 答 が あっ た うち の 2 割 以下 で ある こと も わか り ま し た . 

組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 発 の スキ ル を 測る 基準 と し て は , 
国家 試験 で ある 情報 処理 技術 者 試験 区 分 :「 テク ニカ ル エ 
ンジ ニア 7 ア (エンベデッド シス テム 」) に お いて , 受験 者 に 求 


Q2-4-1 製品 の 開発 資源 ・ 環 境 で 課題 と し て 感じ て いる こと 図 


人 が 足り な い 


メン バ の スキ ル が 
Esmpo 


予算 が 足り な い 


必要 な 情報 が 
不足 し て いる 


設備 が 不 十分 


上 司 の スキ ル が 
不足 し て いる 


スペ ー ス が 
足り な い 


時 」 
py 
吊 


と く に な い 


80 
( %) 区 
出典 : 組込み ソフ トウ ェ ア 産 業 実態 調査 報告 書 
( 個人 技術 者 意識 調査 ET2004) )b 
図 1 開発 現場 で は 人 材 不 足 が 大 き な 課 題 
開発 資源 に お ける 課題 と し て , 人 手 不 足 - ス キル 不足 が 大 き な 課 題 で ある と 
認識 され て いる よう す が う か が える . 
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め る スキ ル 基 準 が 定め られ て いま ず ②. し か し , 


も の が 高度 な こと も あっ て か , 試験 も スキ ル 基 準 も 有効 活 
用 され て いる と は 言え な い 状況 で し た . 

また , IT サー ビス を 提供 する 人 材 に 関す る スキ ル 標 準 と 
し て は , 経済 産業 省 が 2002 年 12 月 け IT スキ ル 標 準 ITSS)」 
を 公開 し , IT 系 企業 で 導入 が 進ん で き て いま す . し か し , 
この スキ ル 標 準 は 組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 発 特有 の スキ ル 
を 満た す も の で は あり ませ ん で し た. 
一 方 , 技術 者 の コミ ュ ニ ティ で ある | 組込み ソフ トウ ェ 
ア 管 理 者 ・ 技 術 者 育成 研究 全 SPSSAME)」 は , 2002 年 か 
ら SESSAME に お ける 教育 カリ キュ ラム を 作成 する た め に 
スキ ル 標 準 の 策定 を 始め て いま し た . 既存 の 情報 処理 技術 
者 試験 の スキ ル 標 準 や ITT スキル 標 準 の ソフ トウ ェ ア 開 発 
関連 職種 の 知識 領域 。 国内 外 の 知識 体系 や カリ キュ ラム を 
参考 に , スキ ル 項 目 を 定義 する 作業 を 進め て いま し た . 

経済 産業 省 で は , 組み 込み ソフ ト ウェ ア の 開発 力 強 化 策 
の 一 つと し て , 組み 込み ソフ ト ウェア に 従事 する 人 材 を 対 
象 と し た スキ ル 標 準 の 策定 に 取り 組む こと に な り ま し た 


スキ ル 基 洒 Version 1.0) 図 


スキ ル ・ フ レー ム ワ ー ク 図 
通信 較 
KA | 
HE 旨 技術 要素 較 情報 
| 組 
ュー み ! 鐘 
: 1 シス テム 較 
る 要求 分 析 較 
いい ト H 
: ウ 2 シス テム 図 
「 ュ ! 開発 技術 鐘 設計 
I ア ョ 
, 開 1 
・ 発 H : 
3 囚 
, 術 ・ 
・  i プロ ジェ クト 図 一 
し 管理 
SW 管理 技術 図 
1 開発 プロ セス 図 一 一 
2 管理 図 


図 2 組込み スキ ル 標 準 の 全体 像 


組込み スキ ル 標 準 は , スキ ル 項 目 を 分 類する 「 スキ ル 基 準 」, 職種 と 
必要 な スキ ル を 定義 むす キャ リア 基準 」, 必要 な 研修 コー ス の 概要 
を 定義 する 「 教育 カリ キュ ラム 」 か ら な る . 
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( p.112 の コラ な ぜ 国 が スキ ル 標 準 を 策定 する の か ? 」 を 
参照 SEC の 準備 組織 と し て 結成 され 細 込 み ソ フト ウ 


ェ ア 開発 力 強 化 推進 委員 袋 準備 会 )) SEC 設 立 後 ば 組 込 


み ソ フト ウェ ア 開 発 力 強 化 推進 委員 会 」 と し て 活動 を 継続 ) 


は SESSAME の スキ ル 標 準 を 叩き 台 に 検討 を 開始 し , 2004 


年 7 月 に スキ ル 標 準 の 策定 方 針 を 公開 し まし た . そし て , 
パブ リッ ク ・ コ メン ト を 募集 し つつ 検討 を 進め た 成果 物 を , 
2005 年 5 月 ば 組込み スキ ル 標 誰 ETSS)」 と し て 公開 し ま 
し だ すう 


1 キャ リア 基準 ドラ フト ) 図 
キャ リア ・ フ レー ム ワ ー ク 図 
職 ヲ ダレ ラウ | 民 | 多 | 選 屋 | 倫 @ 上 殿 
種 ロロ | メ | ス | ラ | リリ | ポ |Al ス 
図 ダ | ジ | イ | テ 記 | 釣 | 1 | 展 了 は 
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slR ア が / | 議 生 = sv め 
| ElM 
1 シ だ ンク いみ 2 = 
[ 放 導 用 較 ま 路 
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門 み | フ | み | プ | ラ | プ | ラ | ス | ス | 発 | フ | ス 
2 送 | 調 介 2 彰 層 | ピ 村 眉 
野 み | ウ | みみ | 委 | ド | 委 ドム | 同 | ウ | 
<| シ | エ | 関 | 1 | ホ | 1 | ホ | 開 | 開 | セ | エ | 開 
ス | ア | 連 | シ | 1| シ | 1| 発 | 発 | ス | ア | 発 
テ | 開 | 技 | ヨ | ム | ョ | ム | 図 | 環 | 図 | 開 | 図 
ム | 発 | 術 | ン | 図 | ブン | 較 境 発 
図 | 図 | 図 図 | | 図 図 | | 図 
4 
1 ハイ ・ 図 。 
! レベ ル 図 
5 
ミド ル ・ 上 4 
レベ ル 図 | 3 
エン トリ 2 
! レベ ル 図 | 
! キャ リア 基準 の の レベ ル 」 は , それ ぞ れ の 専門 分 野 に お いて 期待 され 
る 経済 的 貢献 や 責任 を 示す . 各 職 種 に 必要 と され る スキ ル ・ セ ッ ト ( ス 


キル 基準 や スキ ル 標 準 の パー ソナ ル ・ ス キル な ど に 対応 ) に つい て 
も 定義 する 予定 だ が , 今回 公開 する ドラ フト 版 に は 含ま れ て いな い . 凶 


「 教 育 カリ キュ ラド ラフ ト ) 図 。。。 。 


, 研修 コー ス 体系 図 図 


未経験 レベ ル 図 | 


ー 状 肌 コ ゴー 
い 半 氷 コー 


ビジ ネス / イ ンダ スト リ 図 1 H 


各 研 修 コ ー ス の 関連 知識 領域 スキ ル 基 準 や スキ ル 標 準 の パー ソナ 
ル ・ ス キル な ど に 対応 ) も 定義 する 予定 だ が , 今回 公開 する ドラ フト 
版 に は 含ま れ て いな い . 図 


| 剛 組 込み スキ ル 栖 準 の 構成 


組込み スキ ル 標 準 は ,「 スキ ル 基 準 」 と | キャ リア 基準 」, 


「 教育 カリ キュ ラム 」 の 三 つ の 要素 か ら 構成 され まず 図 2). 
この うち 基本 と な る の が スキ ル 基 準 」 で ず 2005 年 5 月 公 


表 1 


スキ ル ・ 


カテ ゴリ の 分 類 


説 明 


開 版 は Version 10 
ム 」 に つい て は , 今 


.! キャ リア 基 伏 」 と | 教育 カリ キュ ラ 
回 は ドラフト 版 の み を 公開 し まず 正式 


版 の 公開 は 2006 年 春 以降 の 予定 ). 


信 スキ ル 項 目 を 分 類 し た 「 ス キル 基準 」 
スキ ル 基 準 と は , 組み 込み ソフ ト ウェア 開発 に 必要 な ス 
キル を | スキル ・ フ レー ム ワ ー ク 」 と し て 体系 的 に 整理 し た 


評価 基準 


技術 要素 


e 組み 込み シス テム に 組み 込ま れる 要素 を 体系 的 に 
ソフ ト ウェ ア の み で な く , 


自 の 分 類 方 法 ) 


整理 し た も の . 

ハー ド ウェ ア と し て 実現 する 部 品 も 対象 と する 
e 組み 込み シス テム を 入力 / 出 力 」,「 物理 / 論 理 」 と いう 観点 で 整理 し た 

( 委員 会 独 
e 具体 的 に は , 「 通信 」,「 情報 処理 」.「 マル チ メ デ ィ ア 
タフ ェ ー ス 」,「 スト レー ジ 」, 「 計測 ・ 


][ ユー ザー 
人 還 P25 9 の 


最上 級 と し 
レベ ル 1: 


レベ ル 2: 


開発 技術 


e 分 析 か ら テ スト に 至る まで の スキ ル を 整理 し た も の 
eSLCR JISX0160) を ベー ス に 


整理 し た 


4 段階 で 評価 通常 は レベ ル 1 ン レベ ル 3 に 該当 .。 レ ベル 4 は 
て 特別 な レベ ル に ある こと を 示す ) 

指導 され れ ば 作業 で きる 

分 ひと り で 作業 で きる 


レベ ル 3: 


管理 技術 


* 企 業 や 団体 で スキ ル 基 準 を 利用 する 際 に は , 


表 2 スキ ル 基 準 の 項 
団体 で 利用 する 際 に は , 第 4 階層 まで 細分 化す る の が 妥当 だ と 考え て いる . 


企業 や 


第 1 階層 


e 品質 管理 や リス ク 管 理 , 構成 管理 と いっ た 管理 技術 を 整理 し た も の 


e|T スキ ル 標 準 に お ける プロ ジェ クト ・ マ ネー ジャ の 知識 
支援 プロ セス な ど を 参考 に 整理 し た 


評 


基準 を 満た し て いる か どう か を 評 人 


抜粋) 


第 2 階層 


第 1 階層 


通信 


有線 通信 


域 と , SLCP の 


指導 で きる 
レベ ル 4: 経験 を 体系 的 に 整理 し , 技術 を 改善 , 革新 で きる 


する た め の 具 体 的 な 評 1 


指標 を 定義 


する 必要 が ある . 


また , 必要 に 応じ て スキ ル ・ カ テ ゴ リ を 追加 する こと も 可能 . 


第 2 階層 


スキ ル 項 目 例 


無線 通信 


放送 


イン ター ネッ ト 


情報 処理 


情報 入力 


セキ ュ リ ティ 


シス テム 要求 分 析 


デー タ 処理 


情報 出 カ 


交 吉 
三 ま 5 


静止 画 


動画 


統合 


人 間 系 入力 


DIー| RIOIDI 一 RIOIDI 一 | 愉 1OID | 一 


人 間 系 出力 


( a)「 技術 要素 」 に 関す る スキ ル 標 準 


第 1 階層 


第 


2 階層 


要求 の 獲得 と 調整 


e ゃ イン タビ ュー 手法 を 使っ て , 開発 対象 シス テム 
へ の 要求 事項 を 獲得 で きる 

e 要求 定義 書 作成 規程 を 使っ て , 要求 定義 書 を 
作成 で きる 

e 要求 定義 書 を 使っ て , ステ ー ク ・ ホ ル ダ 利 
害 関係 者 ) と 要求 仕様 を 確認 で きる 


シス テム 分 析 と 
要求 定義 


e 分 析 , モデ リン グ 手 法 を 使っ て , 要求 を 分 析 , 
明確 化 で きる 

e 要求 相互 関係 整理 表 や ツー ル を 使っ て , 要求 
の 相互 関係 性 を 明示 で きる 


シス テム 分 析 の レビ ュー, 
要求 定義 の レビ ュー 


e イ ンス ペク ショ ン を 使っ て , レビ ュー で きる 
e 企業 の レビ ュー 規約 を 使っ て , レビ ュー を 
運営 で きる ( 召集 や 議事 進行 な ど ) 


( b)「 開発 技術 」 に 関す る スキ ル 標 準 


スキ ル 項 目 例 


プロ ジェ クト 管理 


統合 マネ ジメント 


e プ ロジ ェクト 計画 メソ ドロ ジ を 使っ て , プロ ジェ クト 計画 を 立案 で きる 
eWBS work breakdown structure) を 使っ て , プロ ジェ クト 計画 書 を 作成 で きる 


リス ク ・ マ ネジ メン ト 


e ゃ デシ ジョ ン ・ 


e 既存 シス テム に お ける 事故 事例 を 
e リ スク 等 級 マ トリ ックス を 使っ て , 


ツリ ー を 使っ て , 


使っ て , 


リス ク を 識別 で きる 
リス ク を 分 析 で きる 


リス ク を 分 析 で きる 


調達 マネ ジメント 


( c)「 管理 技術 」 に 関す る スキ ル 標 準 


e 企業 の 調達 基準 を 使っ て , 外部 調達 を 識別 で きる 
e 企業 の 見 積もり 依頼 書 作成 規程 を 使っ て , 外部 調達 の 見 積もり を 依頼 で きる 
$ 企業 の 外注 管理 規程 を 使っ て , 外注 を 管理 で きる 
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これ が スキ ル 項 目 に 凶 
相当 する 図 


@ 評 1 


対象 鐘 


人 @ 評価 概要 凶 


図 
@ 評 1 


指標 較 


レベ ル 1: 
レベ ル 2: 
レベ ル 3: 
レベ ル 4: 
較 
作業 経験 : 

レベ ル 1: 
レベ ル 2: 
レベ ル 3: 
レベ ル 4: 
較 
前 提 知 識 1: 
レベ ル 1: 
レベ ル 2: 
レベ ル 3: 
レベ ル 4: 


較 : 
前 提 卿 識 : 


評 


IR 通信 - イ ンタ ーネット - 透 過 的 デー タ 転送 ) 較 

補足 説明 : 

e IETF 定 義 の RFC791 な どの IR internet protocol) に 関す る スキ ル 凶 
eTCP/IP や UDP/IP で の 利用 を 想定 凶 

e OSI の レイ ヤ 構 造 に お ける ネッ トワ ー ク ・ レ イヤ に 割り 当て られ る 


IP に 関す る 仕様 理解 と 実装 スキ ル を 使っ て , 開発 対象 シス テム と 対向 図 
シス テム の 通信 を 実現 で きる 較 


実装 スキ ル 図 

e IP を 新規 また は 流 
e IP を 使っ た 通信 機能 を 製品 に 実装 で きる ( 使え る ) 図 
較 


実務 経験: 業務 経歴 書か など を 用 いて 確認 凶 


プロ ジェ クト 報告 書か ど を 用 いて 確認 較 


指標 も いろ 
する 側 


に よっ て 製品 に 実装 で きる ( 作れ る ) 凶 


寺 , 実装 , テス ト 経験 1 回 以上 
テス ト 経験 2 回 以上 
テス ト 経験 3 回 以上 較 


設計 , 
設計 , 


実装 , テス ト 経験 1 回 以上 


該当 技術 に 関し て 指導 の 必要 な く 作業 し た 経験 を 有する 
指導 的 立場 で の 経験 を 有する 


指導 の も と 作業 し た 経験 を 有する 図 『 
既存 の 技術 の 改善 や 改革 を し た 経験 を 有する 凶 


該当 技術 に 関す る 出題 で の 回 答 を 用 いて 確認 較 
該当 技術 文書 RFC な ど ) に 関す る 知識 較 


LLC や PPP な ど 下 位 層 プロ ト コル に 関す る 知識 | 
レベ ル 2 相 当 上 位 レ ベル の 知識 評価 は 困難 ) 
レベ ル 2 相 当 上 位 レ ベル の 知識 評価 は 困難 ) 図 


該当 技術 に 関す る 出題 で の 図 
回 答 を 用 いて 確認 較 


いろ 考え られ る から , 
も た い へ ん そう だ ね 図 


スキ ル 項 目 の 評 f 


図 3 スキ ル 基 準 の 評価 指標 の 例 


指標 の 一 例 を 示す . な お , これ は あく まで も 例 で あり , ス 


キル 基準 と し て 定義 し て いる も の で は な い . 


表 3 


も の で す . 具体 的 に は , 各 ス キル 項目 を 三 つ の スキ ル ・ カ 
テ ゴ リ ( 技術 要素 , 開発 技術 , 管理 技術 ) に 分 け , さら に 複 
数 の 階層 に 細分 化し て , それ ぞ れ を 4 段階 で 評価 し まず 表 


1, 表 2). 


た だ し , 今回 策定 し た スキ ル 基 準 と し て は 個々 の スキ ル 
項目 に 言及 する こと を 避け , 第 2 階層 まで の 分 類 を 公開 す 


る こと に し まし た . 


企業 や 


する た め に は , 第 3 階層 以 
の 名 称 , それ ぞ れ の スキ ル 項 目 の 評 価 指標 評価 の 対象 と 
な る 作業 内 容 ) な ど を 定義 する 必要 が あり まず 図 3). 

また , 産業 横断 的 に 利用 され る 共通 スキ ル だ け を 対象 に 
分 類 し た の で , 企業 や 製品 分 野 に 独自 の スキ ル に つい て は , 


分 類 や 項目 を 追加 する 必要 が あり ます 1. 
帯電 話 機 開発 に 必要 と な る 技術 要素 を 第 4 階層 まで ブレ ー 


団体 で 実際 に スキ ル 基 準 を 活用 
隆 の 分 類 や 具体 的 な スキ ル 項 目 


参考 まで に , 携 


クダ ウン し た 例 を 表 3 に 示し ます . 


⑯ ステ ッ プ アッ プ を 意識 で きる 「 キ ャ リア 基準 」 
キャ リア 基準 は , 組み 込み ソフ トウ ェ ア 開 発 に お ける 職 


種 を 定義 し た も の で 図 4). 九 つ の 職種 を 定義 し , IT ス 


キル 標準 と 同様 に 7 段階 の レベ ル を 設定 し て いま す 注 2 こ 


第 2 階層 


し く な いと 判断 し た 


注 1: 策定 の 過程 で 検 対 し て は いた の だ が , 具体 的 な スキ ル 項 
戦略 や ノウ ハウ に 直結 する た め , 標準 と し て 決め て し まう に は ふさ わ 


な お , 


は 各 企 業 の 


E2: IT スキル 標準 で 定義 し て いる 職種 と レベ ル に 対応 させ た た め , レベ 
ル が 7 段階 に な っ た . 


トリ ・ レ ベル 」, レベ ル 3~ 4 臼 ミド ル ・ レ ベル 」, レベ ル 5ー 7 を ハ 


イ ・ レ ベル 」 と 定義 し て いる . 組込み スキ ル 標 準 スキ ノリ 
階 の レベ ル と の 対応 付け は まだ で き て いな い が , 


IT スキル 標準 で は レベ ル 1~ 2 を 「 エン 
準 ) の 4 段 
大 ま か に は , エン ト 


リ ・ レ ベル が レベ ル 1 に , ミド ル ・ レ ベル が レベ ル 2 に , ハイ ・ レベ 
ル が レベ ル 3, 4 に 対応 する 方 向 を 考え て いる . 正式 な 対応 付け の 作業 


は , キャ リア 基準 の 


E 式 版 の 公開 を 


標 に 進め る 予定 . 


第 4 階 届 スキ ル 項 目 ) 


スキ ル 基 準 に 第 3 階層 と スキ ル 項 目 
を 追加 し た 例 


携帯 電話 機 の 開発 に 必要 と 考え られ る 
スキ ル 基 漂 カテ ゴリ : 技術 要素 ) を 第 
4 階層 まで 細分 化し , スキ ル 項 目 を 定義 
し た も の を 例 と し て 示す . な お , これ 
は あく まで も 例 で あり , スキ ル 基 準 と 
し て 定義 し て いる も の で は な い . 


有線 通信 


PAN 


USB 


RS-232C 


無線 通信 


電気 通信 用 無線 


PDC 


CDMA 


近 距 離 通 信 


赤外線 通信 


透過 的 デー タ 転送 


PPP 


IP 


TCP 


応用 処理 


http 


イメ ー ジ 入力 


カメ ラ 


音声 入力 


マイ クロ フォ ン 


画像 パタ ー ン 認識 


2 次 元 バ ー コ ー ド 


OCR 


デー タ 入力 補完 


予測 入力 


文字 ・ デ ー タ 処理 / 変 換 


か な 漢字 変換 


マル チ メ デ ィ ア 


圧縮 伸張 


JPEG 
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キル 引 準 


こ で 言う レベ ル 」 と は , それ ぞ れ の 職種 が それ ぞ れ の 専門 種 だ け で な く , より 専門 的 な 職種 も 定義 し まし た . シス テ 
分 野 に お いて , どの 程度 の 経済 的 貢献 や 頁 任 を 担っ て いる ム ・ ア ー キ テク ト , ドメイン ・ ス ペ シ ャ リ スト , ブリ ッ 
か を 示す も の で す . ジ ・ エ ンジ ニア ( 下 揚 の コラ ムル ブリ ッ ジ ・ エ ンジ ニア と 
また , それ ぞ れ の 職種 に 必要 と され る 具体 的 な スキ ル ス は ? 」 を 参照 ) サポ ー ト ・ エ ンジ ニア , QA 品質 保証 ) ス 
キル ・ セ ッ ト ) に つい て は , 今回 の ドラ フト 版 で は 定義 し ペ シ ャ リ スト , テス ト ・ エ ンジ ニア , プロ ダク ト ・ マ ネー 
て いま せん 正式 版 の 公開 時 まで に は 定義 する 予定 ). ジャ が これ に 該当 し ます . 
開発 現場 で キャ リア が 語ら れる 場合 , た いて ば プロ グ 
テマ リー ジス テム A: デンジ ダニ.) リコ マヤ ネー ジャ と ⑱ ロー ド マ ッ プ と し て の 「 教 育 カ リキ ュ ラ ム 」 
いう 程度 の 認識 に 留まっ て いる こと が 多い よう に 思い ます . 教育 カリ キュ ラム は , 組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 発 に か か 
組込み スキ ル 標 準 で は 呼称 と 専門 分 野 を 定義 する こと に よ わる 人 材 を 育成 する た め に , どの よう な 研修 を 用意 す れ ば 
り , それ ぞ れ の 職種 の 専門 性 が 明らか に な り , それ ぞ れ の よい か を ロー ド マッ プ と し て 示し た も の で ず 図 5). 研修 
役割 の 重要 性 が 評価 され る こと が 期待 で きる と 考え まし た . コー ス の 概要 を 定義 し た も の で あり , 研修 コー ス や 教材 そ 
その た め , 今回 の キャ リア 基準 で は , ソフ トウ ェ ア ・ エ の も の を 提供 する わけ で は あり ませ ん *3. この 教育 カリ キ 
ンジ ニア ,。 プ ロジ ェクト ・ マ ネー ジャ と いっ た 基本 的 な 職 ュ ラ ム は IT スキ ル 標 準 の 研修 ロー ド マッ プ に 対応 し て お り , 


注 3: 具体 的 な 研修 コー ス や 教材 な ど は , 第 3 者 機関 な ど が 組込み スキ ル 標 準 に 準拠 する 形 で 提供 する こと を 期待 し て いる . 詳細 は 未定 だ が , カリ キュ ラム が 組 
込み スキ ル 標 準 に 準拠 し て いる か どう か を 確認 する 必要 性 な ども 検討 し て いる . 


プロ ダク ト ・ 還 で 
( レベ ル 4~7) 図 


プロ ジェ クト ・ マ ネー ジャ 較 


組み 込み シス テム 図 /? 
( レベ ル 4~7) 較 大 


シス テム ・ ア ー キ テク ト 8 


( レベ ル 1~7) 図 ( レベ ル 4~7) 図 


ヽ 


ドメイン ・ ス ペ シ ャ リ スト 
( レベ ル 4~7) 較 


2 


デス ト ・ エン ジニ ア 
( レベ ル 1~^7) 較 


図 4 ee ブリ ッ ジ ・ エ ンジ ニア 図 
キャ リア 基準 人 6 ( レベ ル 4^7) 較 

各 職 種 の レベ ル と は , それ ぞ れ の 専門 分 野 に お 1 所 | | QK 品質 保証 ) 図 5 
いて 期待 され て いる 経済 的 貢献 や 責任 の レベ ル ト / | スペ シャ リス ト ポー ト ・ 邊 サポ ー ト ・ エ ンジ ニア 還 
を 示す . と ( レベ ル 4~7) 図 ( レベ ル 1^7) 図 ( レベ ル 4~7) 凶 


リッ ジ ・ エ ンジ ニア と は ? 
「 ブリ ッ ジ ・ エ ンジ ニア 」 と は , 開発 を アウ ト ソ ー ズ 外部 委託 ) す る 必須 に な る と 考え られ ます . キャ リア 基準 で は , ブリ ッ ジ ・ エ ンジ 
際 に 委託 先 を 取り まとめ る 職種 を 指し ます . 組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 ニア と いう 職種 を 定義 する こと で , この 職種 の 重要 性 と 果たす べき 


発 に お いて , アウ ト ソ ー ス を 利用 し て いる プロ ジェ クト は 約 8 割 に の 役割 を 明確 に し よう と 試み まし た . これ に より , 今後 の 開発 を 左右 
ぼる と いう アン ケー ト 結果 も あげ り , ほとん どの 開発 が 社員 の み で は する と も 言え る この 職種 に つい て , 確実 な 人 材 育 成 と 活用 が 進む こ 
行わ れ て いな い 状 況 に あり ます . この よう な 現状 や 今後 の 少子 高齢 と を 期待 し て いま す 


化 傾向 な ど を 考え る と , 国内 ・ 海 外 の アウ ト ソ ー ス を 使っ た 開発 が 
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① 技 術 要 素 較 T 図 T 図 ET 入門 図 
基本 1 基本 2 


組込み スキ ル 標 準 の 


較 


スキ ル 基 準 に 対応 図 


@② 開 発 技術 図 1 FE 


③ 管 理 技術 較 | @ 科 コー ス : 
較 
2 


IT スキ ル 標 準 の 研修 凶 
ロー ド マ ッ プ を 流用 図 


@ パ ー ツ ナル 名 「 プロ グラ ミン グ の 基礎 」 


⑤⑥ ビ ジネス / 図 
イン ダス トリ 図 


「 組込み シス テム 技術 」 図 
ハー ド ウェ ア を 含む , 組み 込み シス テム に 関 
基礎 技術 を 習得 する ため の 講義 較 


「 組込み プロ グラ ミン グ 演 習 」 較 
組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 発 特有 の クロ ス 開 発 
や スタ ー ト アッ プ ・ ル ー チ ン , ハー ド ウェア 


研修 コー ス : 図 
較 
「 T 入 門 」 図 
「 パー ソナ ル ・ ス キル 

図 5 教育 カリ キュ ラム の フレ ー ム ワー ク パー ソナ キル 入門 」 


0 関 還 あ SRN2 宇 の 


「 組込み シス テム 開発 プロ ジェ クト 型 演習 」 較 
実際 の プロ ジェ クト 風 に 役割 を 分 担 し た うえ 
で 開発 を 経験 する 演習 . 未経験 者 向け カリ キュ 
ーー 
図る 


「 T 基 本 1」,「 IT 基本 2」 は , IT スキ ル 標 準 の 研修 ロー ド マッ プ に 示さ れ て いる 研修 コー ス 群 で ある . 今回 は , 組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 発 の 未経験 者 向け に , この 
二 つ の コー ス に 加え で ET 入門 」 と いう コー ス 群 を 定義 し た . ET 入門 は , 「 組込み シス テム 技術 」,「 組込み プロ グラ ミン グ 演 習 」,「 組込み シス テム 開発 プロ ジェ 


クト 型 演習 」 の 3 コー ス を 含ん で いる . 


ソフ ト ウェ ア 開 発 全般 に か か わる 部 分 に つい て は IT スキ ル や 学生 に 高い モチ ベー ショ ン を 持っ て も ら う 取り 組み な ど 

標準 の も の を 利用 する こと を 想定 し て いま す ぜ 4 も 必要 で す . 現場 で 人 材 を 育成 する 際 に は , この よう な 取 
今回 は , 組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 発 の 未経験 者 向け の 教 り 組み に つい て も 考え て いく 必要 が ある で し ょ う . 

育 カ リ キュ ラム の み を 作成 し まし た . 大 学 教育 や 企業 の 新 以降 で は , 組込み スキ ル 標準 を どの よう に 活用 で きる の 
人 教育 な ど で 利 用 する こと を 想定 し て いま す . か に つい て , 技術 者 個人 が 活用 する 場合 , 企業 に お ける マ 
IT リテラ シ や コン ピュ ー タ の 基礎 知識 に つい て は , TT ネー ジャ が 活用 する 場合 , 企業 の 経営 者 が 活用 する 場合 に 
スキ ル 標 準 の 研修 ロー ド マッ プ に お ける | TT 基本 1」,「 IT 分 け て 説明 し ます . 


基本 2」 の 履修 を 前 提 に , 組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 発 に 関す 


る 知識 を 三 つ の 研修 コー ス で 提供 し ます . 人 @ 技術 者 個人 の 活用 法 
先ほど 説明 し た よう に , 組込み スキ ル 標 準 を 厳密 に 適用 


嘆 こき る あり ます . し か し 


| 組込み スキ ル 標 準 は この よう に 活用 し よう と する と , スキ ル 項 目 や 評 価 指標 を 設定 する 必要 が 
, 個人 的 に 自分 の スキ ル を 診断 する だ け 


で あれ ば , そこ まで 厳密 性 や 信頼 性 を 確保 する 必要 は な い 


組込み スキ ル 標 準 を どう 活用 で きる か を 説明 する 前 に , と 考え られ まず も ちろ ん , 所 属し て いる 企業 が 組込み ス 
まず , 組込み スキ ル 標 準 が どの よう な 難題 も 解決 する 決め キル 標準 を 導入 し て いる の で あれ ば , その 具体 的 な 内 容 を 
科 いわ ゆる 銀 の 弾丸 」) で は な いこ と を ご 理解 いた だ きた 活用 する と よい だ ろう ) 和 5. 
いと 思い ます . あく まで も 一 つの ツー ル 道具 ) と し て と ら キャ リア 基準 と 教育 カリ キュ ラム は まだ ドラ フト 版 に す 
え , 人 材 の 育成 と 活用 , 開発 力 強 化 の た め に じょう ず に 使 ぎません が , だ いた い ど の よう な 方 向 で 策定 し て いる の か 
っ て いた だ きた いと 考え て いま す . を 知っ て いた だ き , 正式 版 の 公開 に ご 期待 いた だ けれ ば と 

また , 組込み スキ ル 標 準 を 活用 する た め に は , 具体 的 な 思っ て いま す . 
スキ ル 項 目 や 評 価 指標 を 設定 する な どの 導入 作業 が 必要 で 1) スキ ル 基 準 
す . さら に , 人 材 不 足 を 解消 する た め に は , 教育 者 の 育成 個々 の 技術 者 に と っ て , 組込み スキ ル 標 準 び スキ ル 基 


注 4:「 パー ソナ ル 」 と 「 ビジ ネス / イ ンダ スト リ 」 と いう 要素 は , IT スキ ル 標 準 の 研修 ロー ド マッ プ で 定義 され て いる も の で ある .「 パー ソナ ル 」 と は , 業務 を 遂行 
する 際 に 必要 と され る 人 間 性 や 精神 面 に お ける スキ ル を 意味 する .「 ビジ ネス / イ ンダ スト リ 」 と は , その 職種 / 専 門 分 野 に お いて 知っ て お くべ き 知 識 と く 


に 業界 に 特 化し た 事象 や 業界 特有 の 動向 , 法律 , 規則 な ど ) を 意味 する . 
注 5: SESSAME で も , 組込み スキ ル 標 準 に 基づい て , 具体 的 な スキ ル 項 目 と 評価 指標 を 提供 する こと を 検討 』 
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で ある . 


キル 旧 準 在 


表 4 ソフ トウ ェ ア ・ エ ンジ ニア が プロ ジェ クト ・ マ ネー ジャ を めざす に は 
今回 公開 する キャ リア 基 漂 ドラ フト 版 ) では, それぞれ の 職種 に 必要 と され る スキ ル ・ セ ッ ト を まだ 定義 し て いな い ( ここ に 示し て いる スキ ル ・ セ ッ ト は 例 に す 
ぎ な い ). 正式 版 を 公開 する 際 に は , この よう な スキ ル ・ セ ッ ト を それ ぞ れ の 職種 に つい て 定義 し た いと 考え て いる . 


ソフ ト ウェア ・ エ ンジ ニア の スキ ル ・ プロ ジェ クト ・ マ ネー ジャ の スキ ル ・ 
セッ ト ( 例 ) セッ ト ( 例 ) 


第 1 階層 第 2 階層 レベ ル 1| レベ ル 2 | レベ ル 3 | レベ ル 4 | レベ ル 1 | レベ ル 2 レベ ル 4 
1 | 要求 の 獲得 と 調整 
1 | シス テム 要求 分 析 2 | シス テム 分 析 と 要求 定義 


3 | シス テム 分 析 と 要求 定義 の レビ ュー 

ハー ド ウェ ア と ソフ ト ウェ ア 間 の 機能 お 

2 | シス テム 方 式 設計 よび 性 能 分 担 の 決定 

実現 可能 性 の 検証 と デザ イン ・ レ ビュ ー 

ソフ トウ ェ ア 要 求 事項 の 定義 

ソフ ト ウェ ア 要 求 事項 の 評価 . レビ ュー 

ソフ トウ ェ ア 構 造 の 決定 

ソフ トウ ェ ア 構 造 の デザ イン ・ レ ビュ ー 

ソフ ト ウェ ア の 詳細 設計 

ソフ ト ウェ ア の 詳細 設計 の レビ ュー 

プロ グラ ム の 作成 と プロ グラ ム ・ テ スト 

、 に 項目 の 抽出 

上 人 0 っ | コー ド ・ レビュー と プロ グラ ム ・ テ スト 
項目 の デザ イン ・ レ ビュ ー 

3 | プロ グラ ム ・ テ スト の 実施 

1 | ソフ トウェア 結合 テス ト 仕様 の 設計 

2 | ソフ トウェア 結合 テス ト の 実施 

ソフ ト ウェ ア 適 格 性 ソフ ト ウェ ア 適 格 性 確認 テス ト の 準備 と 

確認 テス ト レビ ュー 


3 | ソフ トウ ェ ア 要 求 分 析 


4 | ソフ トウ ェ ア 方 式 設計 


L ブ マー 
ぼく は 凶 
ソフ トウ ェ ア ・ 罰 
エン ジニ ア と し て は 
ミド ル ・ レ ベル だ けど , 
プロ マネ に な る に は まだ 
足り な い ス キル が 較 
ある な ぁ … 


5 | ソフ トウ ェ ア 詳 細 設計 


IO ID| 一 ID|IOID 


7 | ソフ トウ ェ ア 結 


: エン トリ ・ レ ベル 敵 記 | ミ ドル: レベ ル 


準 」 は , 自分 の スキ ル の 現状 を 把握 する の に 役立ち まず い 


職 ヲ | ヲ | 選 | 沈 2 了 尻 | 雇 @| 尻 

わ ゆ る [ スキ ル の た な 卸し 」). 得意 な スキ ル を さら に 仲 ば 義和 和 | 較 1 
せ ば , キャ リア ・ パ ス と し て 高い 付加 価値 を 生む スペ シャ | 
リス ト を 目指 すこ と が 可能 で す . また , 現在 の 開発 業務 で 紅き | 小 多 
求め られ る スキ ル や , 目標 の キャ リア で 求め られ る スキ ル 2 イミ 図 捉 問 
を 参考 に し て , 不足 する スキ ル を 認識 する こと も 重要 で す | 伯 間 | | 
( 表 4). 不足 する スキ ル に つい て は , 必要 に 応じ て 研修 を 了 科 1 | | 
受講 し た り , ジョ ブ ・ ロ ー テ ー シ ョ * 配置 転換 ) を 希望 す PR ] 
る , 自己 啓発 に 励む な どの 対策 が 有効 で し ょ う . プロ ジェ レベ ル 回 |s| ユン マン ーー “ 
クト に お ける リス ク ・ マ ネー ジメント と 同様 に , 不足 する レベル テ ci て 提 の) 
スキ ル を リス ト アップ し , 影響 度 や 発生 確率 な ど を 加味 し NN 
て 対策 を 施し て みて は いか が で し ょ うか . Oo“ 

な お , 把握 し た スキ ル は 現状 の スナ ッ プ ・ シ ョ ッ ト に す 図 6 な り た い キ ャ リア を 目標 に スキ ル ア ッ プ を 図る 

ここ に 示し た キャ リア ・ パス は あく まで も 例 に すぎ な い . これ 以外 の キャ リ 
ぎません . 健康 診断 と 同じ よう に , 半年 また は 1 年 ご と に ア ・ パ ス も 存在 する し , こう で な く て は な ら な い , と いう こと は な い . 
スキ ル を 把握 し , 経年 変 化 を チェ ッ ク す る と よい で し ょ う . 
2) キャ リア 基準 で 将来 を 計画 する 

「 キャ リア 基準 」 は , 自分 が 目標 と する キャ リア を 設定 す ア ) を 考え て みて いた だ きた いと 思い まず 図 6). 日 々 の 
る た め に 利用 で きま す . その 際 に は , 1 2 年 先 と いっ た 開発 業務 に 追わ れ , 先行 き が 見 えな い 状況 の 中 で も , 自分 
近 未来 だ け で な く , 10 年 , 20 年 後に 目指 すべ き 姿 キャ リ な り に キャ リア ・ デ ザイ ン が で き て いれ ば , する べき こと 
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を 見 失わ な いで し ょ う . 

自分 は 何 を し た いと 思っ て いる の か ? 何 を し て いる と き 
に 喜び を 感じ る の か ? 何 を すれ ば 期待 され る 成果 を 上 げ ら 
れる の か 7 など を 自問 自 答 し て みて くだ さい . 目標 キャ リ 
ア が 決ま れ ば , どの よう な スキ ル が 不足 し て いる の か も 認 
識 で きま す . 中 長期 的 な 目標 と キャ リア ・ パ ス を 描き つつ , 
1 2 年 先 の キャ リア アッ プ を 図る こと が で きま す . 

3) 教育 カリ キュ ラム 

「 教育 カリ キュ ラム 」 は , スキ ル ア ッ プ や キャ リア アッ プ 
の た め の 研 修 コ ユー ス を 選択 する 際 に 利用 で きま ず た だ し , 
今回 公開 する ド ラフ ト 版 で は まだ 未経験 者 向け の 教育 カリ 
キュ ラム し か 提供 で き て いな い ). 

な お , スキ ル 基 準 で 定義 し 及 レベ ル 4」 と いう スキ ル は , 
経験 を 体系 化 で きる スキ ル が ある こと を 示し て いま す . レ 
ベル 4 に 該当 する 方 に は , 後 募 の 育成 や 技術 の 改善 革新 の 
た め に , まだ 存在 し な い 研 修 や 文献 , 新た な 文書 や ツー ル 
な ど を ぜひ 作成 し て いた だ きた いと 思い ます . 


【 


@ マネ ー ジ ャ の 活用 法 

マネ ー ジ ャ が 組込み スキ ル 標 準 を 活用 すれ ば , 定量 的 な 
「 目 に 見 える 人 材 活用 」 を 実現 で きま す . 開発 プロ ジェ クト 
に 必要 な スキ ル を 定量 化す る こと に より , 利害 関係 者 技 
術 者 を 含む お) と の 調整 に お いて 大 き な メ リッ ト が 得 ら れる 
写し よう 。 

な お , 技術 者 の スキ ル ア ッ プ に いち ば ん 重要 な の は , 本 
人 の 自発 的 な 成長 意欲 で す . いく ら 企 業 や マネ ー ジ ャ が ス 
キル アッ プ や キャ リア アッ プ を 押し 付け よう と し て も , 本 
人 に 意欲 が な けれ ば 効率 の 悪い も の と な っ て し まい ます . 

例え ば , スキ ル ・ レ ベル が 上 が れ ば 収入 が 増え る , 技術 
者 と し て や り た いこ と を や り た い 方 法 で 実施 で きる な どの 
体制 を 整え , 技術 者 の 意欲 を 高め る こと が , スキ ル ア ッ プ 
の か ぎ に な る と 思わ れ ま す . 

1) ス キル 基準 

「 スキ ル 基 準 」 は , プロ ジェ クト に 必要 な スキ ル を 明確 に 
し , 必要 な 人 材 を 手配 社内 調整 や 社外 調達 ) す る た め に 利 
用 で きま す . 開発 プロ ジェ クト に 必要 な スキ ル を 明確 に す 
る 際 に は , 必要 な スキ ル 項 目 を スキ ル ・ カ テ ゴ リ ご と に 抽 
出す る こと か ら 作業 を 始め ます . 

「 技術 要素 」 と いう スキ ル ・ カ テ ゴ リ に つい て は , 開発 対 
象 製品 の 機能 仕様 や 機能 一 覧 , ハー ド ウェ ア 構 成 図 な どか 
ら ス キル 項目 を 抽出 で きる で し ょ う ( 例え ば , 携帯 電話 機 
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の 技術 要素 の 例 を すでに 表 3 に 示し た ). 
「 開発 技術 」,「 管理 技術 」 と いう スキ ル ・ カ テ ゴ リ に お い 


て スキ ル 項 目 を 抽出 する に は , 自社 や 自 部 門 が 持っ て いる 
開発 標 沙 標準 的 に 使用 する 手順 や 手法 。 ツ ー ル な ど ) を ス 
キル 基準 に マッ ピン グ す る こと か ら 始め る と よい で し ょ う . 
開発 標準 を 持っ て いな い の で あれ ば , これ まで の 開発 を 振 
り 返っ て , 使っ た 手順 や 手法 , ツー ル を 洗い 出し , スキ ル 
基準 に マッ ピン グ し ます . そし て , 今回 まとめ た 内 容 を 次 
の 開発 な ど に 利用 で きる よう に し て お け ば , 開発 作業 の 効 
率 や 品質 を 向上 で きる と 考え られ ます . 

プロ ジェ クト に 必要 な スキ ル を 明確 に で きれ ば , 社内 調 
整 は も ちろ ん の こと , 社外 調達 に つい て も 具体 的 に 要求 を 
示し た り , 選択 肢 を 取引 実績 ) の ある 会 社 以外 に 広げ られ 
る 可能 性 が あり ます . また , も の さ し と な る スキ ル 項 目 を 
発注 する 側 と 受注 する 側 で 共有 で きれ ば , 要求 に そぐわ な 
い 人 材 調達 を 避け る こと が で きま す . 

また , 組込み スキ ル 標 準 に 基づい た スキ ル の 過 不 足 情報 
は , プロ ジェ クト ・ マ ネー ジメント に お ける リス ク 識別 の た 
め の 情 報 に な り ま ず 「 必要 な スキ ル を 持つ 人 材 を 手配 で き 
て いな い 」 こ と は リス ク で ある ). スキ ル が まっ た く 足 り て 
いな い 場 合 は 開発 条件 を 変更 する か , 外部 か ら 人 材 を 調達 
する , 時 間 に 余裕 が あれ ば 研修 を 計画 する な どの 対策 を 実 
施す る 必要 が あり ます . 一 方 , スキ ル ・ レ ベル を 充足 し て 
いる 場合 に は 基本 的 に 問題 は あり ませ ん が , 投入 要員 の ス 
キル ・ レ ベル が 過剰 で ある 可能 性 は あり ます . 要員 コス ト 
が 最適 で ある か どう か を 確認 し て みる 必要 が ある で し ょ う . 
2) キャ リア 基準 

「 キャ リア 基準 」 も 上 述 の スキ ル 基 準 と 同様 に , 最適 な プ 
ロジ ェクト を 編成 する た め に 活用 で きま す . スキ ル 基 準 に 
比べ て 粒度 は 粗く なり ま す が , 必要 な 人 材 に つい て 説明 す 
る 際 に は , キャ リア 基準 を 使っ て 職種 名 と し て 提示 する ほ 
う が わ か り や すい で し ょ う . 

開発 作業 を 分 業 す る 際 に , それ ぞ れ の 専門 分 野 を 明らか 
に し た 職種 と し て 提示 すれ ば , 人 材 の 専門 性 や 役割 を 明確 
に 示せ ます . プロ ジェ クト ・ メ ン バ が お 互い に 専門 性 を 認 
合う こと で , 開発 を 効率 的 に 進め の られ る こと で し ょ う 
また , マネ ー ジ ャ と し て は , プロ ジェ クト の 成功 だ け で 
な く , プロ ジェ クト ・ メ ン バ が 個人 と し て スキ ル を 伸ばせ 
て いる か どう か も 考慮 する べき で し ょ う . この よう な 場合 
に , 組込み スキ ル 標 準 を 目標 管理 の も の さ し と し て 利用 で 
きま す . 必要 な スキ ル を 獲得 で きる よう に , それ に 適し た 


組 辺 ガス キル 旧 準 存 
満 則 し ホ よ ヨ 


し ご と を 割り 振っ た り , プロ ジェ クト 終了 時 に スキ ル や キ 1) ス キル 基準 , キャ リア 基準 


ャ リア の 向上 状況 を フォ ロー し て , 次 の プロ ジェ クト に 向 「 スキ ル 基 準 」/「 キャ リア 基準 」 は , 自社 全体 の スキ ル 
け て 指導 する , と いっ た 運用 が 可能 で す . の 水準 を 把握 し たり, スキル アッ プ の 目標 を 設定 する た め 
3) 教育 カリ キュ ラム に 利用 で きま す . また , どん な 人 材 を どれ だ け 雇 用 し て い 
「 教育 カリ キュ ラム 」 は , 必要 な スキ ル を 身 に 付け て も ら る の か を 定量 的 に 管理 で きま ず 図 カ . 
うた め の 研 修 を 実施 する 際 に 利用 で きま す . た だ し , 研修 キャ リア 基準 で は 九 つ の 職種 を 定義 6 て いま す が , ほ と 
で 得 ら れる も の は , あく まで も 知識 に すぎ な い * 実際 の 開 ん どの 企業 に は それ ぞ れ 決ま っ た 職制 が すでに ある こと と 
発 で 身 に 付け た スキ ル と は 異な る ) こ と に 留意 し て くだ さ 思い ます . そこ で , 自社 の 職制 と 組込み スキ ル 標 準 の 職種 
い . 例え ば , 開発 現場 で の ジョ ブ ・ ロ ー テ ーション や 適切 が どの よう に 対応 する の か を 整理 する ( 対応 表 を 作成 する ) 
な OJT on the job training) と 併用 する こと で , 育成 効果 と よい で し ょ う . 例え ば , アウ ト ソ ー ス を 利用 する 際 な ど 
を 上 げ て いた だ きた いと 思っ て いま す . に , 社外 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と りや すく な っ た り , 人 
材 調達 の 際 に 大 き な 効 果 が 得 ら れる と 考え られ ます . 
人 @ 経営 者 (人 事 , 教育 部 門 の 担当 者 を 含む) の 活用 法 2) 教育 カリ キュ ラム 
経営 者 人 事 , 教育 部 門 の 担当 者 を 含む ) に と っ て , 組 込 「 教育 カリ キュ ラム 」 は , 自社 全体 の スキ ル ア ッ プ や キャ 
み ス キル 標準 ば 目 に 見 える 人 材 育 成 と 活用 を 実現 する ツー リア アッ プ の た め の 教 育 戦 略 を 立案 する た め に 利用 で きま 
ル 」 で ある と 言え ます . 人 材 育 成 の し くみ を 可視 化し て , 経 す . 魅力 的 な キャ リア ・ パ ス や 教育 を 提供 する こと に より , 
営 者 と 従業 員 の 双方 が 納得 で きる 人材 育成 を 実施 し て いた 技術 者 の スキ ル を 向上 させ る と と も に , 企業 へ の 帰属 意識 
だ きた いと 思い ます . を 高め る こと も で きる こと で し ょ う . 


組織 の 戦略 図 スキ ル ・ 図 スキ ル ・ 図 スキ ル ・ 図 
プロ ファ イル 町 プロ ファ イル 抹 プロ ファ イル 困 


ある べき 姿 較 。 例え ば 較 

組織 の スキ ル ・ > 
プロ ファ イル 図 ギャ ッ プ の 分 析 図 と へ PU 
不足 較  : 


スキ ル 特 性 図 


川上 


太い 線 は 人 数 が 多く 必要 図 


ここ の 人 材 が 不足 図 


職種 特性 図 


| 昌 還 軒 | 


濃い 色 は 人 数 が 多く 必要 較 


経営 戦略 図 
採用 調達 , 育成 な ど 凶 


: 経済 産業 省 較 
組込み ソフ トウ ェ ア ス キル 標準 策定 方 針 較 


図 7 人 材 マ ネー ジメント の 実現 
ある べき 姿 と 組織 の 実態 を 比較 すれ ば , どの よう な スキ ル や 人 材 を 補え ば よい の か を 把握 で きる . 
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ldmn / な ぜ 国 が スキ ル 往 準 を 策定 する の か ? 


な せ 経 済 産業 省 は , ( 国策 と し て ) 組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 発 の ス 定 し まし だ た だ し 現状 で は , 各 応 用 和 き 化し た 内 容 に は 踏み 込 
キル 標準 を 策定 する の で し ょ うか ? その 目的 は , 組み 込み ソフ トウ まず , 組み 込み ソフ ト ウェ ア 開 発 全 般 に 共通 する 項目 と し て 策定 を 
ェ ア の 開発 力 を 強化 し , 国際 競争 力 を 向上 する こと で す . スキ ル 標 進め た ). さら に , 策定 し た 内 容 に は , 組み 込み ソフ トウ ェ ア 開 発 企 


準 , つ まり 「 組み 込み ソフ トウ ェ ア の 人 材 育成 と 活用 の も の さ し 」 を 業 現場 ) か ら の フィ ー ド バッ ク を 反映 させ る 予定 で す . これ に より , 
国 が 音頭 を 取っ て 策定 する こと で , 各 企業 が 似 た よう な 取り 組み や 各 企 業 は 共通 的 な 事項 に 関す る スキ ル 標 準 の 策定 や 維持 管理 か ら 解 
投資 を 別個 に 行う と いう むだ を 抑え , 企業 間 に 通用 する 人 材 基準 を 放さ れ , 自社 の 事業 戦略 に 特 化し た スキ ル 管 理 に 注力 する こと が で 
提供 で きる と 考え た の で す . きま す . 

スキ ル 標 準 の 策定 , 維持 管理 に は , 非常 に 多く の コス ト と ノウ ハ また , アウ ト ソ ー ズ 外部 委託 ) が 欠か せな い 組 み 込 み ソ フト ウェ 
ウ が 必要 に な り ま す . また , スキ ル の 項目 数 が 多 す ぎ た り , 更新 を ア 開 発 に お いて , 社外 に も 通用 する も の さ し が 提供 され る の は 意義 
滞 ら せ た り する と , スキ ル 標 準 が 形骸 化し て し まう と いう リス ク も の ある こと で す . 自社 の スキ ル の 把握 , 他社 と の 比較 や 業界 で の 位 
あり ます . そこ で , 各 企 業 に 代わ っ て , SEC の 組込み ソフ トウ ェ ア 置 の 確認 を は じ め , 技術 の 取り 引き に 利用 し た り , 社外 教育 に 結び 
開発 力 強 化 推進 委員 会 に 参画 し た 産学 官 の 有識者 が スキ ル 標 準 を 策 つけ る な ど , 自社 独自 の スキ ル 標 準 に は な い メ リッ ト が 得 ら れ ま す . 


教育 コー ス を 自社 で 用 意 す る に も 外部 の 研修 を 利用 する ( 3) 組込み ソフ ト ウェ ア 開 発 力 強化 推進 委員 会 活動 報告 , 組込み スキ 
に も , 組込み スキ ル 標 準 に 準拠 し た 研修 ユー ス で あれ ば ル 標 準 領域 , http://www.ipa.gojp/software/sec/ download/ 
5 200504ebphp 


調達 が 容易 に な る と 考え られ ます . 
わた な べ ・ の ば ぼる 
情報 処理 推進 機構 ソフ トウ ェ ア ・ エ ンジ ニア リン グ ・ セ ンタ ー 
組込み ソフ ト ウェ ア 管 理 者 ・ 技 術 者 育成 研究 食 SESSAME) 


SEC で は 今後 , 組込み スキ ル 標 準 の 導入 と 活用 の 実験 
と し て , 複数 の 企業 と 協力 し て 実証 プロ ジェ クト を 行う 予 
定 で す . と くに スキ ル 基 準 に つい て は , 問題 点 を 抽出 し , 
すぐ 修正 で きる も の に つい て は , 2006 年 の 春 を 待た ず に 
「 Version 1.01」 と し て 策定 し た いと 考え て いま す . そし て , 
使い 勝手 の 向上 な ど を 十分 に 検討 し た うえ で , 2006 年 春 に 
「 Version 1.1」 を 公開 する 予定 で す . 

また , 実証 プロ ジェ クト を通じて, 組込み スキ ル 標 準 の 
具体 的 な 導入 方 法 や 活用 方 小 例え ば , スキ ル 項 目 の 定義 
方 法 , 評価 基準 の 設定 方 法 な ど ) を ノウ ハウ と し て 鞭 積 し , 
導入 の 敷居 を 低く する 方 法 を 検討 し て いき ます . いずれ は , 
組込み スキ ル 標 準 を 導 火 活用 ) す る た め の チ ュー トリ アル 
な ども 実施 で きれ ば と 考え て いま す . 
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